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対称要素と対称操作の違い 対称要素と対称操作のまとめ
























































Cn点群          Dn点群
Cnv点群          Dnh点群
Cnh点群          Dnd点群
Sn点群
Dфh,C∞v点群 (線形分子)
T, 0, I点群 (回転操作だけからなる等軸系の点群)
Td, Th, Oh, Ih点群 (回転操作だけからなる等軸系の点群)
まとめ
―――――                          」
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表5F 分子の一覧
番号 難易度 分子名 番号 難易度 分子名
1 1 アンモニア 21 4 五塩化燐
2 1 二酸化硫黄 22 4 過酸化水素
3 1 水 23 4 ナフタレン
4 1 塩化ホスホリル 24 4 エタン (ねじれ形)
5 2 トランスージクロロエチレン 25 4 エタン (重なり形)
6 2 シスージクロロエチレン 26 4 ルテノセン
7 2 ホウ酸 27 4 フェロセン
8 3 三フッ化ホウ素 28 4 ジ(―ベンゼン)クロム
9 3 塩化スルフリル 29 4 ペンタボラン
10 3 塩化チオニル 30 4 一酸化炭素
3 エチレン 31 4 ジブロモテトラクロロ白金(2)酸イオン
12 3 四フッ化キセノン 32 5 シクロヘキサン
13 3 ジクロロメタン 33 5 四塩化炭素
14 3 ベンゼン 34 5 六フッ化硫黄
15 3 シクロプロパン 35 5 二酸化炭素
16 3 硝酸イオン 36 5 アセチレン
17 3 フッ化酸化キセノン 37 5 アレン
18 3 四酸化二窒素 38 5 メタン
19 3 四塩化白金酸(2)イオン 39 5 フエロシアンイオン












経過時間   0:59:58
アンモエア          al mOnia          NH(3)
言理縣 iよ筆鞠 響寛219】讚名ど船 !きます。最終的







C3 C32  c33
C4 C42 C43  c41
C5 C52 C53  c54c5D
C6 C62 C63 c64 c65  cA6
C7 C72 C78 C74 C7° C76  c77
C8 C82 C83 C84 CRう CR6 CR7  cR8
∞C∞(φ)(φ=1～∞ )
C2' C2'' C2''' C2'(4) C2'(5) C2'(6) C2'(7) C2'(8) ∞C2'
C3' C32, C8'' C32,, C3''' C3か"  C3'(4) c32,(4)





σ h σ h' σ h
σ v σ v' σ v" σ v''' σ v,(4) σ v,(5) σ v,(6) ∞ σ v'
σ d σ d' σ d" σ d"' σ d,(4) σ d,(5)  σ d,(6)
1
S3 S32 S38 S34 sR5 SA6
S4 S42 S43 S44
?
? S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S510
?









S75 S76 S77 S78 S79 S710
?? S82 S83 S84 S85 S86 S8 S8





S123 S124 S125 S126 S127 S128 S129 S1210
li
∞S∞(φ)(φ=1～∞)
S4' S43, S4'' S43,,
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たときに 3以上の評価をした%,( )内の数字は 4以
上の評価をした%.
表13-14の数字は各項目の評価を 5段階で答えさ





















































1回目      2回目      3回目
言期
一 回朧曲        ‐輩疎 酢        ― 飾 蛾 c/hj
― 輛 鞍 Л)  十 飾 餓 ω   → ―醐 離 S3団の











































































































































ること [7].                 5月.                 I
7,今の段階では分子の対称性を 45種類の点群  [5]K.Ogawa, H.Yoshida, H.Suzukt, Jo Mol.
の中から選択して答えるだけだが,数種類の   Graphics,2(4),H3,(1984).          ヽ
ステレオ投影を示してその分子の対称性のス  [6]H.Yoshida and H,Matsuura,J.Chem.Software,
テレオ投影を選択して答えるということ。     3(4), 147(1997).
本プログラムは多くのグラフィックなどを取  [7]榊原正明,高見和邦,立花良一 :定性分析実
り入れた結果,約15MBの大きさになっており,    験における学習プログラムの利用, コンピュ    |
研究室内で使用するには LANを使用すればよい   ―夕&ェデュヶ―ション,2巻,pp.85-89,1997
が,LANでつながっていない学外では使えない。   年6月.
そこで,クライアントーサーバーシステムを使
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